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論 文 内 容 の 要 旨

群, 環など, いわゆる代数系に対するコホモロジー論は, 位相幾何学への応用をはじめ, 代数的構造の

拡大, 分類などの代数学における古 くからの基本的な課題を論ずる際に, 問題の定式化と研究方法の両面

に適切な手段を供するも･のとして, 多 くの研究がなされてきた｡

申請者岩井斉良は主論文において, 単体的コホモロジーと称する最近の観点から, 例を一般の可換多元

環にとり, 標準的な微分函手の導来函手としての n 次元コホモロジー群に直接的な解釈を与えている｡

まず準備として, 古典的な resolutionの概念を (顔) 単体的 resolutionのそれで置き換える･t いう思

想によって得られる単体的コホモロジーについて, その一般論を展開し, 自由単体的環, 単 体 的環 の

acyclicity, 比較定理などの基本的な概念や諸性質を述べている｡ これは, Andr6 や Beckによるコホモ

ロジー論と本質的には同値であることが示されるが, 申請者独自の立場で,I- つの新しい定式化を与えた

ものである｡

さらに, この論文の核心となる標準n重拡大の構成, 一般 n重拡大またそれから導びかれるn項拡大の

概念を導入し, 与えられた環Aとその上の加群Mとに対して,｢AのMによるn重拡大の適当な同値類の

全体と, ｢AのM を係数とするn 次元単体的コホモロジー群 Hn(A,M)との間に一対一の対応が存在す

る｣ ことを証明した｡

これを主定理として, その他, 低次元 (n-1,2,3) の場合のn項拡大については, その具体的表示を与

えている｡

参考論文 3)では,単体的ホモロジ- とアーベル圏における古典的ホモロジーとの関係が諭ぜられ, 塞

考論文 4)においては, 主論文における n-2の場合が解決されて, 一般次元nの場合- の拡張の契機と

なったものである. 参考論文 1),2)は, 位相幾何学に現われる Hopf環のコホモロジーに関するもの

で, いずれもホモ トピー論への応用を目的として,1)では, Mayが与えた resolutionの構成に対する

修正と注意を述べ,2)では, Steenrod環の或る部分環のコホモロジー環を完全に決定したものである｡
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論 文 審 査 め 結 果 の 要 旨

群のホモロジー論, コホモロジ- 論は,1940年代に, Eilenbe,rgと MacLane により, 位相空間の基

本群とホモロジー群との関係を調べるために創められたが, 次いで現われた Hochschild(1945)による

結合環のコホモロジーとともに, やがて Cartan-Eilenberg(_1956)により, 加群の圏におけるホモロジ

ー代数として発展し, ガロア理論に代表されるような, 代数的構造の拡大, 分類など03問題における研究

手段として不可欠なものとなってきた｡

しかレ古典的ホモロジー代数の適用範囲が限られたものであったため, 新たな目的や場合 に応 じて,

Hochschild, MacLane(1956,58), Shukla(1961), Harrison(1962)等により, 適当なチェイン複体

(コチェイン複体) が工夫されて, 様々なホモロジー論 (コホモロジー論) が形成されたO 最近に至って,

Andr6, Beck(1967)等により, カテゴリー代数の立場から, これらのア- ベル圏または非ア- ベル圏

のコホモロジーを統一的に包括すべきものとして単体的コホモロジー群が提起され, 多 くの興味を呼んで

いる｡

申請者はこの立場から, 主論文において, 可換環を例にとって, 微分函手から導来されたn次元単体的

コホモロジ- 群の意味づげを行なったのであるが, この様Tj:解釈は, 上に挙げたような従来の種々のヲホ

モロジー論で, 低次元の場合に知られていた, 環のいわゆる singulaI-extensioll および拡大の障害類に

よる解釈を, それぞれ n-1 および孝q)場合として含み.,,また, 古典的な, 加群のコホモロジー群 Ext比

(A, B)ゝに対して米田 (1954)が与えた, 甲項完全系列の同値類による解釈の拡張とも見なされる｡

ここで注目すべきことは, 環などの様に, 二種類以上の内部演算をもつ代数系の圏 (従って非アーベル

的な圏) においても, ア- ベル的な加群の圏におけると全 く類似した取 り扱いが許されることを示してい

る点である｡ こTLは逆に言えば, 単体的車辛 口ジ- (コホモロジ- ) が古典的ホモロジー代数の極めて自

然な拡張であることを示すものであろう｡

また申請者の創案した環のn 重拡大の概念は, 主論文において決定的な役割を果したものであるが, 多

重拡大の様相の把え方として, 今後とも重要な意義をも? ものと考えられる｡

その他 申請者は, 論文内容の要旨にも記した通り, 主論文, 参考論文を通 じで多 くの創頁と興味ある

結果を発表している｡

ホモロジー代数の新たな発展の時期にあたって申請者の研究は, 困難を克服してこの方面における重要

な貢献をなしたもので, 世界的にも最先端に位する研究であると言える｡ よって, 本論文は理学博士の学

位論文として価値あるものと認める｡
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